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ある。

IIH和 34年5月26日lζ，伊方町・松田亀久雄氏から三好英一郎氏が昨年末

土佐の沖ノ島で採集したという頭大の石に附着している径45cmの石珊瑚!の

一種と海藻の一種の鑑定を求められたのでしらべてみたととろスリパチナシ

ゴとクロキヅタである乙とがわかったa 三好氏の談によると毎日暮方になる

と，海底{こ電援をともしたように光る物体があるので. 潜水して5-6尋の

海底から引きあげて見たのであるということである。乙れがスリパチサ Yプ

であり，それにクロキヅタが附着していたというわけである。クロキヅタ分

布上貴重なー資料が得られたものである。四国南西部諸島海域にクロキヅタ

自生地の予見があったのであるが，今回の発見によってそれが実証されたわ

けである。

ド"ノ島は四国の南西端柏島から8キロの海上にあり， 周囲23キロ黒潮

の激衡して来るととろで水温気温共 lζ高く，亜熱帯性生物多く土佐澗~Jの産

地として知られたところである。

(昭和 34年6月6日愛媛県商宇和郡伊方町湊浦 野村議弘)

カリホルニア大学に学びて

田中剛

筆者は昨・年度， ロックフエラー財問の TravelGrantの交附を受け， ア

メリカ，パークレイ市のカリホノレニア大学に学ぶ機会を得，更にl日胤，カナ

ダ，アラスカ等の太平洋沿岸の藻類関係の研究室及び水産研究所を訪問する

事が出来た。 先ず昨年9月20日lζ羽田を発って，ハワイ，ホノルノレに-it'J

後， パークレイ市のカリホノレニア大学の PAPENFUSS教授の植物学教室lζ直

行した。同教室では，直ちに9月22日付をもって同大学の ResearchAsso-

ciateの静令を交附してくれ， 研究員として， 日本南海産のt~矧について研

究に従事し，約6カ月間滞在して，予期以上の成果を挙げる事が出来た。岡

藻類研究室は既に広く世界に知られている如く，故 SETCHELL，GARDNER博

士を初めとして数多くの藻類学者が殻出し， 現在では PAPENFUSS教授が中

心となって居り，外国からの留学者も多数見えている。

この大学には以前，山田，瀬木， Jf寺田博士等の我国の藻類学者も留学又

は訪問されて居り，藻類関係の文献及び標本の完備している事は全く驚くば
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かりで，羨しき限りであるが，1凋村.iJjj見事，山μl同J:等の我同の海部版本も

多数所蔵されているe

加州大学ライフ ・サイ エンス
ヰー ノ

却l州大学，ri~類研究室日

右より SILVA博士.STEIN 仰上，治省，PArENl'USS 
，tXl'2. WATERSt自.FAN氏.HORNEH級

当時.'1王者の外に，イリノイ大学の SILYAf'!H:が数カJJIHJWf予して，ミ

Jレ属の研究に淡以していた。

i欠に宿:jf雪上司教活iの現.{五のStuff及びその研究テーマを制介してよtると，

先ず PAPENl'USS教筏は， 11 fアフリ カi陀泌知， ア;tサ口のli)f究に専念し，

STEIN 降二1::(ま議院mとして技児を持ちながら，75却のtffi巴特に Volvocalesの

iliiRii:，生理，制JJ包等について研究111である。 HORNER縦は昨年 ミネソタ大

学の NORRJS教授の下を本支して，11下ijii築主勤務として，tEAiの盤(!iiiのfD

ら，アメリカ太平洋172の トサメlモドキl喝の研究を行っている。 WATERS !J'j~ は

Undergraduateの学生として，STEJN博J:と共に淡水部作に Eudorinaの形

態及び生??Eについて研究rll，111凶の FAN氏は大学院学生として勉学のMら，
テ γ グサ目及び省f生紅ì'~!mの研究に淡日i!irtである。

fl:J 'T~背はカリ ホノレニア 大ゃに Hlf(ul' ， .y. y フラ Yジメコ必外の Moss

Beach n1:.'手1:1次次， SILVA f'!f土 ， GILBER'r FSi:等と海 i活保 f/~ に参り ， 多数

の海認を採慢する機会をねた& 事t中 Macrocyslis，Nereocystis， Poslelsia令:

の長大な， つ木には売られない褐:5241を採集して，日木に持1~， li る 'Hが社1*た。

定:二院T-末には，太平洋治作のiES1関係の大学研究京及び水堂研究所を
訪問し ， 多くの部知学将に而技し， その研究施設を見学する、JU)~ :士ほとたロて

の主ならのを挙げると LaJolla， Scripps Institution of uceanographyの
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サンフランシエミコ気外 MossBeachにて
右より 、ド野氏(虻l物主主託銀Jlli)，HORNER 鍛，
GILBERT同士，SlLVA 博士，市首 ハワイ大学，Dean Hall 刷物

学教本前の DOTY~支え)~ }..!J 

lIAxo p!i-土のチノリモのthy--装iiiPaci白cGroveのHopkinsMarine Station 

の BLlNKl;博士の海産パクア 3ア及び海部の府主主市， ワジン lン大1九水町:

学教主の PALUMBO問士の海部と放射能との影響に関する研究設(1日j， アラス

カ，?当利Ii/'ユノー市の Fishand Wildlife Serviceの GmOR博上の内版の培

ぜ主主等であり，いずれもその他設の鋭校と装置のブ;;lJiiiしているのに驚いた次

第である。

アメリカ留学を終えて， *{f 4 )j M~主ハワイ大学に )'1:寄り ， 約15卜l間

討l~;(L:して，岡大学の DOTY教授の助力により，:tアフ品川辺のiit1:2v~採集を試

み，たまたまミνガγナ1'[のAlbion大学から研究に米lみして居た GILl:lEl<Tp，y. 

土とー絡になり ， 辿 11 楽しく採集する ιJ~が ii1 31tて，短期間の滞在だったが相

竺i の成果を挙げる引が出来た。ハワイ諸島庄のイバラノリ j~ヰ， ガラガラ属，

アマノリ同等について，DOTY教授の資料を基にして後相発表の予定で腐る。
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